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浦
和
税
務
署
人
事
異
動

浦
和
税
務
署
人
事
異
動
（
七
月
十
日
付
発
令
）

新
署
長
に
遠
山
秀
治
氏
が
就
任

　浦
和
税
務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
七
月
十
日
付
け
で

発
令
さ
れ
、
国
税
庁 

課
税
部 

酒
税
課 

酒
類
業
振
興
・

輸
出
促
進
室
長
か
ら
遠
山
秀
治
氏
が
新
署
長
と
し
て

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

署
長
　
遠
山 

秀
治
（
と
お
や
ま  

ひ
で
は
る
）
昭
和
40
年
12
月
26
日
生
ま
れ
　
長
野
県
出
身

昭
和
60
年
４
月
　
関
東
信
越
国
税
局 

総
務
部 

総
務
課 

採
用

平
成
20
年
７
月
　
浦
和
税
務
署 

酒
類
指
導
官

平
成
21
年
７
月
　
国
税
庁 

課
税
部 

酒
税
課 

企
画
専
門
官
・
課
長
補
佐

平
成
27
年
７
月
　
熊
谷
税
務
署 

副
署
長

平
成
29
年
７
月
　
関
東
信
越
国
税
局 

課
税
第
二
部 

酒
類
業
調
整
官
（
新
潟
派
遣
）

平
成
30
年
７
月
　
関
東
信
越
国
税
局 

総
務
部 

人
事
調
査
官

令
和
２
年
７
月
　 

飯
田
税
務
署 

署
長

令
和
３
年
７
月
　 

国
税
庁 

長
官
官
房 

関
東
信
越
派
遣 

主
任
監
察
官

令
和
４
年
７
月
　 

諏
訪
税
務
署 

署
長

令
和
５
年
７
月
　 

関
東
信
越
国
税
局 

課
税
第
二
部 

酒
税
課
長

令
和
６
年
７
月
　 

国
税
庁 

課
税
部 

酒
税
課 

酒
類
業
振
興
・
輸
出
促
進
室
長

令
和
７
年
７
月
　 

浦
和
税
務
署 

署
長
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①
出
身
地
・
前
任
ポ
ス
ト

②
新
ポ
ス
ト
で
の
抱
負
を
一
言

③
好
き
な
言
葉
・
モ

ト

④
趣
味
、
特
技

浦
和
税
務
署

浦
和
税
務
署

●
新
任
幹
部
の
プ
ロ
フ

ル

駒
﨑

　玄

（
こ
ま
ざ
き

　げ
ん
）

①
埼
玉
県

　関
東
信
越
国
税
局
調
査
査
察
部
統
括
国
税
調
査
官

②
法
人
会
の
皆
さ
ま
と
連
携
・
協
調
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

　

 

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

③
理
念
に
忠
実
、
行
動
に
誠
実

④
テ
ニ
ス
、
犬
散
歩
（
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
レ
ト
リ
ー
バ
ー
）

飯
塚

　正
行

（
い
い
づ
か

　ま
さ
ゆ
き
）

①
埼
玉
県

　川
越
税
務
署

　法
人
課
税
第
一
統
括
官

②
法
人
会
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
色
々
と
考
え
、
よ
り
良
き

　

 

税
務
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

③
ど
ん
な
と
き
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
（positive  thinking

）

④
ド
ラ
イ
ブ

大
嶋

　身
江
子

（
お
お
し
ま

　み
え
こ
）

①
埼
玉
県

　浦
和
税
務
署

　法
人
課
税
第
一
部
門

②
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
ま
す

　の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

④
ピ
ア
ノ

副
署
長

法
人
課
税
第
一
部
門

統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
一
部
門

上
席
国
税
調
査
官
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「
経
済
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
真
摯
に
職
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

　
浦
和
税
務
署
長　
　

遠
山
　
秀
治
　
氏

◆
趣
味
、
余
暇
の
過
ご
し
方
、
ご
家
族
等

　

一
向
に
上
達
せ
ず
、
も
う
止
め
よ
う
か
な
と

思
い
つ
つ
も
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
ゴ
ル
フ
と
い
う
こ

と
で
同
僚
や
妻
と
月
１
回
程
度
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

家
族
は
、
妻
と
子
供
２
人
の
４
人
家
族
で
す

が
、
現
在
は
大
宮
区
で
妻
と
二
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
出
身
は
、
長
野
県
で
唯
一
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
駅
が
建
設
さ
れ
る
長
野
県
の
最

南
端
に
位
置
す
る
飯
田
市
に
な
り
ま
す
。

◆
ご
自
身
の
性
格
や
仕
事
の
モ
ッ
ト
ー

　

あ
ま
り
感
情
的
に
な
ら
ず
、
穏
や
か
な
性
格

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
、
国
税
庁
で
制
度
等
の
企
画
・
立
案
、

法
令
解
釈
通
達
等
の
改
正
や
局
署
の
事
務
運
営

を
考
え
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

問
題
点
や
課
題
等
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら

考
え
検
討
し
、
解
決
策
や
結
論
を
導
き
出
す
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◆
浦
和
税
務
署
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

関
東
圏
域
を
牽
引
し
、
発
展
も
目
覚
ま
し
い

こ
の
地
で
税
務
署
長
に
就
任
し
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、

様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
法
人
会
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
肩
ひ
じ
を
張
ら
ず

真
摯
に
職
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

特
に
披
露
で
き
る
よ
う
な
印
象
に
残
る
エ
ピ

や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

実
施
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
租
税
教
育
の
推
進

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
法
人
会
会
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

国
税
当
局
で
は
、
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
と
し
て
、

「
納
税
者
の
利
便
性
向
上
」、「
課
税
・
徴
収
事
務

の
効
率
化
」
に
加
え
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化

促
進
」
に
取
り
組
み
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
第
３
の
柱
で
あ
る
「
事
業
者
の
デ
ジ

タ
ル
化
促
進
」
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
イ
ー

デ
ィ
ー
ア
イ
）
やPeppol

（
ペ
ポ
ル
）
な
ど
を

活
用
し
て
一
貫
し
た
デ
ジ
タ
ル
処
理
が
実
現
す

る
こ
と
で
、
税
務
手
続
き
だ
け
で
な
く
、
法
人

経
営
に
お
い
て
も
効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

更
に
は
、
社
会
全
体
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ

ト
が
波
及
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
を
税
務
署
に
行
か
ず
に

で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
て
、
税
務
を
起
点
と

し
た
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
層
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
企
業
の
ご
繁
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
税
庁
で
の
勤
務

時
に
お
い
て
、
酒
税
や
酒
類
行
政
に
係
る
制
度

等
の
企
画
・
立
案
や
法
令
解
釈
通
達
等
の
改
正

な
ど
に
関
わ
り
、
そ
れ
が
今
も
制
度
や
取
扱
い

等
と
し
て
継
続
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
点
で

足
跡
を
残
せ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
浦
和
税
務
署
の
重
点
施
策

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
、
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
利
用
促
進
な
ど
の
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
を
重
点

施
策
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
法
人
会
活
動
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

　

浦
和
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
税
に
関
す
る

研
修
会
の
開
催
や
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
、

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
企
業

の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
へ
の
取
組
な

ど
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
申
告

納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑

な
運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義

務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と

い
う
国
税
庁
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
上
で
、

法
人
会
の
活
動
は
非
常
に
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
更
な
る
協
調
関
係
を
構
築
し
、

申
告
納
税
制
度
の
更
な
る
発
展
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
租
税
教
室
へ
の
積
極
的
な
講
師
派
遣
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国国税税庁庁法人番号7000012050002 ３R6. 

源源泉泉所所得得税税のの納納付付ににもも、、
おおススススメメ！！!

自自動動ダダイイレレククトト
ととはは

で申告等データを送信する際に、必要事項にチェックすe-Tax

るだけで、各申告手続の法定納期限当日※に自動的に口座引

落しにより納付ができる、便利なダイレクト納付の方法です。

※法定納期限当日に申告手続をした場合は、翌取引日

利利用用可可能能なな方方

利利用用条条件件

次の全ての条件に該当する場合に利用できます。

令和６年４月１日以降、法定納期限が到来する申告手続●
法定納期限内に申告手続をする場合●

利利用用可可能能額額

利利用用可可能能額額

法法定定納納期期限限当当日日にに申申告告手手続続ををすするる日日 納納税税額額

令和６年４月１日～令和８年３月日 万円以下31 1,000

令和８年４月１日～令和年３月日 万円以下10 31 3,000

令和年４月１日以降10 １億円以下

法定納期限当日に申告手続をする場合、原則として、納税額

が下表の額を超えると自動ダイレクトを利用できませんので

ご注意ください。

※ 金融機関毎のダイレクト納付利用可能額は国税庁ホームページをご覧ください。1
ご利用の金融機関のダイレクト納付利用可能額が上表よりも低い額となる場合は、2
その額となります。

ダイレクト納付利用届出書を提出し、登録が完了している方

☞
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明
昌
野
秦

なぞ解きなぞ解き
25

浦
和
飛
行
場
と
論
田
飛
行
場

　

今
年
は
昭
和
百
年
。
先
の
大
戦
が
終
わ
り
八
十
年
が
経
つ
。
新
生
「
日
本
」
の
出
発
と
な
る
昭
和

二
十
年
を
振
り
返
ろ
う
。

　

昭
和
二
十
年
四
月
に
入
る
と
、
市
域
も
度
々
連
合
国
軍
の
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四

月
十
二
日 

Ｂ
29
爆
撃
機
が
飛
来
、
爆
撃
に
よ
り
六
辻
で
三
名
死
亡
。
片
柳
・
御
蔵
で
子
供
三
名
死

亡
。
大
宮
上
空
で
空
中
戦
が
あ
り
、
日
本
の
戦
闘
機
が
堀
崎
へ
墜
落
し
民
家
全
焼
。
四
月
十
三
日

午
後
十
一
時
頃
か
ら
十
四
日
午
前
二
時
三
十
分
頃
に
か
け
、
焼
夷
弾
爆
撃
に
よ
り
高
砂
町
・
仲
町

で
百
三
十
戸
が
焼
失
、
死
者
五
名
、
負
傷
者
五
名
。
同
日
、
宮
町
・
土
手
宿
で
全
焼
二
百
三
十
八

戸
、
罹
災
者
一
千
二
百
八
名
、
死
者
数
名
、
負
傷
者
不
詳
の
報
告
。
五
月
二
十
五
日
、
常
盤
町
、
本
太
、

領
家
、
木
崎
が
空
襲
を
受
け
、
死
者
十
三
名
、
負
傷
者
二
十
一
名
を
出
し
て
い
る
。

　

六
月
十
日 

中
島
飛
行
機
「
大
宮
製
作
所
（
註
１
）」
は
連
合
国
の
「
エ
ン
パ
ィ
ア
・
プ
ラ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
航
空
爆
撃
計
画
の
第
一
次
爆
撃
目
標
と
さ
れ
た
。
第
五
十
八
航
空
団
は
精
密
爆
撃
を
行
う

た
め
偵
察
飛
行
を
行
っ
た
が
、
天
候
不
順
に
よ
る
視
界
不
良
と
レ
ー
ダ
ー
反
応
不
良
の
た
め
出
撃
は

中
止
と
な
り
、
大
空
襲
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ラ
マ
ン
や
Ｐ
51
マ
ス
タ
ン
グ
等
の
戦
闘
機
の
飛
来
が
た
び
た
び
あ
り
、
鉄
道
施
設
や
工

場
、
民
家
や
野
外
の
人
を
ね
ら
っ
た
機
銃
掃
射
も
行
わ
れ
た
。
八
月
三
日
午
前
十
時
三
十
五
分
頃
、

来
襲
し
た
Ｐ
51
戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
で
大
宮
の
下
町
で
一
名
、
馬
宮
村
で
三
名
の
死
者
が
で
た
。
円

阿
弥
高
射
砲
陣
地
（
現
い
ず
み
高
校
）
で
は
死
者
四
名
、
負
傷
数
名
と
の
報
告
が
あ
る
。
井
原
和
一

日
記
に
「
朝
よ
り
初
め
て
夏
ら
し
き
暑
さ
（
略
） 

十
時
半
頃
空
襲
と
な
り
（
略
） 

敵
機
頭
上
四
、五
百

の
高
度
で
旋
回
、
盛
ん
に
機
銃
掃
射
（
略
） 

二
時
四
十
分
位
よ
り
十
分
間
の
交
戦
（
略
） 

夕
刻
（
略
） 

浦
野
少
尉
来
訪
。
戦
死
者
の
焼
却
斡
旋
（
略
）  

四
名
の
戦
死
と
若
干
の
負
傷
者
あ
る
を
知
る
（
略
） 

夜
与
野（
駅
）も
機
関
車
や
ら
れ
た
と
聞
く（
略
） 

」と
あ
る（
註
２
）。
ま
た
上
落
合
で
の
追
想
に「
命

の
縮
む
思
い
。
逃
げ
帰
り
、
押
入
れ
に
隠
れ
た
子
供
た
ち
が
『
怖
い
よ
、
怖
い
よ
』
と
泣
き
叫
ん
だ
。　

空
襲
解
除
後
、
新
国
道
に
は
夕
立
の
如
く
機
銃
弾
の
穴
が
残
っ
て
い
た
」
と
あ
る
（
註
３
）。
昭
和

二
十
年
八
月
ま
で
の
市
域
に
お
け
る
罹
災
状
況
は
、
焼
失
家
屋
四
百
二
十
四
戸
余
、
死
者
三
十
一
名

余
、
重
軽
傷
二
十
六
名
余
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
時
期
、
市
域
に
二
つ
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
。「
浦
和
飛
行
場
」（
註
４
）
と
「
論ろ
ん

田で
ん

飛
行
場
」（
註
５
）
で
あ
る
。「
浦
和
飛
行
場
」
と
「
論
田
飛
行
場
」
は
連
合
国
の
Ｂ
29
爆
撃
機
や
戦

闘
機
を
迎
撃
し
、
被
弾
し
た
日
本
の
戦
闘
機
の
緊
急
着
陸
飛
行
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、「
浦
和
飛
行
場
」
は
昭
和
十
一
年
当
初
、
第
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
控
え
た

グ
ラ
イ
ダ
ー
練
習
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
東
京
大
会
へ
の
道み
ち
の
り程
を
俯
瞰
し

て
み
よ
う
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）、
日
本
学
生
競
技
連
盟
の
山
本
忠
興
氏
は
国
際
陸
上
競
技

連
盟
会
長
へ
五
輪
開
催
を
打
診
。
同
五
年
、
日
本
は
嘉
納
治
五
郎
氏
と
田
端
政
治
氏
を
中
心
に
東
京

大
会
招
致
の
運
動
を
始
め
た
。
翌
六
年
、
東
京
市
会
で
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
に
関
す

る
建
議
が
満
場
一
致
で
採
択
。
同
七
年
、
正
式
立
候
補
。
同
十
一
年
ベ
ル
リ
ン
大
会 

開
会
式
前
日
の

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
総
会
で
第
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
昭
和
十
五
年
東
京
で

開
催
と
決
定
さ
れ
る
。
東
京
市
は
紀
元
二
千
六
百
年 

記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
」
を
設
立
し
準
備
に
着
手
し
た
。
同
時
に
、
月
島
の
東
京
市
埋
立

て
地
百
万
坪
と
横
浜
市
の
埋
立
地
を
活
用
し
た
「
日
本
万
国
博
覧
会
」
が
計
画
さ
れ
た
（
註
６
）。

　

さ
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
は
公
開
競
技
で
あ
っ
た
グ
ラ
イ
ダ
ー
競
技
が
、
東
京
大
会
で
は
正
式
競

技
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
十
二
年
、
旧
制
浦
和
中
学
校
（
現 

県
立
浦
和
高
校
）
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
部

が
誕
生
。
仮
称
「
秋
ヶ
瀬
浦
和
飛
行
場
」
は
大
き
く
蛇
行
す
る
荒
川
河
川
敷
右
岸
（
宗
岡
村
）
に
完

成
。
南
北
に
五
百
ｍ
の
滑
走
路
を
有
し
、
広
さ
約
六
万
坪
の
飛
行
場
で
あ
っ
た
。
同
十
四
年
、
旧
制

浦
和
中
学
校
で
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
の
練
習
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
同
十
五
年
、
埼
玉
県
下
中
学
校
十
五

校
の
中
で 
最
優
秀
校
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年 

日
中
戦
争
遂
行
の
た
め
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
は
返
上
さ
れ
た
。
そ
こ
で
十
一
月
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
替
え
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
明
治
神

宮
国
民
体
育
大
会
」
で
、旧
制
浦
和
中
学
校
は
全
国
強
豪
十
五
チ
ー
ム
中
で
優
勝
し
た
（
註
７
）。『
航

空
朝
日
』
昭
和
十
五
年
十
二
月
号
に
は
「『
神
域
の
空
に
競
う
』
第
十
一
回
明
治
神
宮
体
育
大
会
滑

空
訓
練
」
の
見
出
し
を
掲
げ
、「（
略
）
ゴ
ム
索
射
出
に
よ
る
『
初
級
機
訓
練
』
に
は
全
國
か
ら
（
略
）
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♦浦和飛行場跡（昭和二十二年）国土地理院

♦在りし日の浦和飛行場

♦論田飛行場跡の排水路

中
等
學
校
十
五
校
（
略
）
か
く
て
午
後
一
時
半
終
了
、
最
優
秀
者
浦
和
中
學
（
中
等
學
校
）（
略
）

銃
後
若
人
の
空
へ
の
熱
意
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
」
と
讃
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
秋
ヶ
瀬
浦
和
飛
行
場
」
は
土
合
村
へ
も
拡
張
工
事
が
練
ら
れ
、
首
都
防
空
の
一
翼
を

担
い
正
式
に
「
浦
和
飛
行
場
」
と
呼
称
さ
れ
た
。

　

一
方
、
岩
槻
区
で
は
昭
和
十
九
年
に
突
貫
工
事
で
飛
行
場
建
設
が
進
め
ら
れ
、
翌
二
十
年
完
成
し

た
陸
軍「
論
田
飛
行
場
」が
あ
る
。
飛
行
場
は
岩
槻
区
の
新に
い
わ和
村
か
ら
越
谷
村
に
ま
た
が
り
造
ら
れ
た
。

当
時
、
敷
地
の
大
部
分
が
新
和
村
論
田
地
区
で
あ
っ
た
た
め
、
地
元
で
は
「
論
田
飛
行
場
」
あ
る
い

は
「
新
和
飛
行
場
」、
越
谷
村
で
は
「
荻
島
飛
行
場
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
昭
和
十
九
年
七
月
、
農
家

十
三
戸
に
強
制
立
ち
退
き
を
命
じ
、
設
営
隊
七
百
余
名
と
勤
労
動
員
に
よ
る
突
貫
工
事
の
末
、
昭
和

二
十
年
八
月
上
旬
に
完
成
し
た
。
同
時
期
、
燃
料
及
び
爆
弾
貯
蔵
庫
等
は
大
門
村
に
密
か
に
設
置
さ

れ
た
。
し
か
し
、
滑
走
路
が
本
土
防
衛
用
の
規
模
に
間
に
合
わ
ず
、
敗
戦
直
前
に
不
時
着
し
た
戦
闘

機
が
止
り
き
れ
ず
外
堀
に
衝
突
し
転
覆
し
た
事
例
、
あ
る
い
は
Ｂ
29
爆
撃
機
迎
撃
の
海
軍
局
地
戦
闘

機
「
雷
電
」、
陸
軍
双
発
戦
闘
機
「
屠
龍
」
も
緊
急
着
陸
し
て
い
る
が 

湿
地
埋
立
の
滑
走
路
の
た
め

地
震
の
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
た
と
聞
く
。
八
月
十
五
日
敗
戦
時
に
は
陸
軍
戦
闘
機
「
隼
」
二
機

が
待
機
し
て
い
た
が
、
進
駐
し
て
き
た
連
合
国
軍
に
よ
り
解
体
さ
れ
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
行
く
姿

が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
飛
行
場
は
実
戦
で
一
度
も
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
連
合
国
軍
の
爆
撃
を

受
け
て
い
な
い
飛
行
場
の
一
つ
で
あ
る
。

　

敗
戦
後
、
滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
砕
か
れ
て
東
京
復
興
の
た
め
運
ば
れ
て
行
っ
た
。
ま
た
、

敷
地
は
大
陸
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
の
入
植
地
と
な
り
食
糧
増
産
の
た
め
開
墾
さ
れ
た
。
現
在
、
か
つ

て
の
滑
走
路
は
、
県
営
「
し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
」
か
ら
南
下
す
る
お
よ
そ
一
・
三
㎞
の
直
線
道
路

と
両
脇
の
住
宅
地
に
面
影
を
留
め
て
い
る
。
田
畑
の
中
に
は
格
納
庫
や
兵
舎
・
電
波
塔
の
基
礎
、
粗

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
排
水
路
等
が
、
歴
史
の
証
人
と
し
て
無
残
な
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
。
な
お
、

岩
槻
区
南
平
野
に
は
昭
和
二
十
六
年
、
滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
転
用
し
た
「
興
農
事
業
完
成
記

念
碑
」（
註
８
）
が
あ
る
。

　

ま
さ
に
Ｂ
29
爆
撃
機
や
迎
撃
す
る
戦
闘
等
の
活
動
か
ら
見
た
現
さ
い
た
ま
市
域
は
戦
場
で
あ
り
、

学
徒
動
員
等
か
ら
見
た
銃
後
も
厳
し
い
戦
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
註
１
）
昭
和
二
十
年
「
富
士
産
業
」、同
二
十
五
年
「
大
宮
富
士
産
業
」、同
二
十
八
年
「
富
士
重
工
業
」

と
改
称
。平
成
八
年
住
宅
都
市
整
備
公
団
と
大
宮
市
土
地
開
発
公
社
へ
売
却
。同
十
六
年「
ス

テ
ラ
タ
ウ
ン
」
と
な
る
。

（
註
２
）
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
、
筆
者
の
元
に
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
高
齢
の
ご
遺
族
が
山
口

県
か
ら
訪
ね
て
こ
ら
れ
聴
取
、
い
ず
み
高
校
ま
で
送
っ
た
。

（
註
３
）
上
落
合
小
学
校
『
創
立
五
十
周
年
あ
ゆ
み
』

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
27
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が
家
庭

で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い
と
紙

芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎
日
。

昭
和
50
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

（
註
４
）
旧
入
間
郡
宗
岡
村
字
秋
ヶ
瀬
荒
川
河
川
敷
に
設
置
。
工
事
は
昭
和
十
二
年
に
転
圧
整
地
。

埼
玉
義
勇
飛
行
会
の
埼
玉
第
一
飛
行
場
と
し
て
許
可
。
そ
の
後
、（
財
）
帝
国
飛
行
協
会
の

経
営
と
な
る
。
昭
和
十
五
年
一
月
「
浦
和
飛
行
場
」
に
改
称
。
以
後
、
陸
軍
が
管
理
。

（
註
５
）「
論
田
」
と
は
水
害
等
で
田
の
境
が
不
詳
と
な
り
、
論
議
で
新
た
な
境
を
決
定
す
る
よ
う　
　
　
　

な
湿
地
帯
の
地
名
で
あ
り
、
切
迫
す
る
戦
況
の
中
で
造
営
し
た
緊
急
飛
行
場
。　

（
註
６
）
博
覧
会
会
場
の
入
口
に
「
勝
鬨
橋
」
を
架
橋
。
羽
田
飛
行
場
の
拡
幅
、
東
京
湾
に
は
新
東

京
市
飛
行
場
を
新
設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
。

（
註
７
）百
年
誌『
銀
杏
樹
』「
時
代
の
寵
児
グ
ラ
イ
ダ
ー

部
」。当
時
の
初
級
滑
空
機（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
）

は
機
首
に
付
け
た
ゴ
ム
索
を
大
人
数
で
引
き
、

パ
チ
ン
コ
の
よ
う
に
空
へ
射
出
す
る
も
の
。

（
註
８
）
岩
槻
区
南
平
野
「
岩
槻
橋
」
北
方
に
「
興
農

事
業
完
成
記
念
碑
」
が
あ
る
。

♦
論
田
飛
行
場
跡
（
昭
和
二
十
二
年
）
国
土
地
理
院
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社長さん、こんにちは社長さん、こんにちは
父の言葉を未来につなぐ
有限会社　中村鉱油店
代表取締役　中村　幸久（なかむら　ゆきひさ）さん

【プロフィール】
【会社】
創　業：1965 年（昭和 40 年）
所在地：さいたま市中央区本町東
概　要：ENEOS 与野八幡通り給油所、カースタレンタカーさいたま新都心 北与野店の運営など

【社長】
1960 年（昭和 35 年）2 月 17 日生まれ、65 歳。さいたま市中央区出身。専門学校卒業後、ディーラー勤務
を経て、中村鉱油店に入社。40 歳過ぎに父から事業を受け継ぎ現職。趣味はスポーツ観戦（野球、サッカー、
ラグビーなど）。

▼
地
域
と
と
も
に
60
年

　

１
９
６
５
年
に
現
在
の
さ
い
た
ま
市
中
央
区

本
町
東
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
創
業
。
約

60
年
に
わ
た
り
、
こ
の
地
で
営
み
続
け
て
い
ま

す
。
創
業
当
時
、
私
は
５
歳
。
始
め
た
頃
の
思

い
出
や
記
憶
は
鮮
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
か

ら
は
、
父
が
い
な
い
時
に
母
や
従
業
員
が
リ
フ

ト
の
操
作
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
私
が
見
よ

う
見
ま
ね
で
動
か
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
き
ま
し
た
。
幼
い
な
が
ら
に
、
父
の
背
中
を

見
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

上
尾
高
校
か
ら
専
門
学
校
に
進
学
し
た
後
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
就
職
。
２
年
弱
働
き
、
父
か

ら
「
人
が
足
り
な
く
な
っ
た
か
ら
戻
っ
て
こ
い
」

と
言
わ
れ
、
中
村
鉱
油
店
に
就
職
し
ま
し
た
。

40
歳
を
過
ぎ
た
時
に
私
が
病
気
で
入
院
し
て
い

る
と
、
そ
の
間
に
父
か
ら
事
業
承
継
さ
れ
、
２

代
目
に
就
任
。
何
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
驚

き
つ
つ
も
、
父
な
り
に
そ
ろ
そ
ろ
と
い
う
気
持

ち
も
あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
２
代
目
と

い
う
立
場
に
な
り
、
目
の
前
の
お
客
さ
ま
と
接

す
る
だ
け
で
な
く
、
一
つ
一
つ
の
書
類
に
ハ
ン

コ
を
押
す
責
任
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
商
売
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
も
、
地
域
の
お
客
さ
ま
に
長
年
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
も
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

▼
「
お
客
さ
ま
か
ら
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
と
思
え
」

　

父
と
仕
事
を
す
る
中
で
、
最
も
心
に
残
っ
て

い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
お
客
さ

ま
か
ら
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
と
思
え
」
と
い

う
言
葉
で
す
。
従
業
員
は
会
社
や
社
長
か
ら
給

料
を
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
店

を
愛
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
が
い
て
、
お
金
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
で
初
め
て
私
た
ち
の
給
料
と

し
て
還
元
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
目
の
前
の
お

客
さ
ま
一
人
一
人
を
大
切
に
し
な
さ
い
と
い
う
、

父
が
考
え
る
接
客
の
極
意
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
業
を
営
む
中
で
の
変
化

は
、
お
客
さ
ま
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
を
売
る
だ
け
で
は
商
売

が
難
し
い
状
況
で
、
洗
車
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
代

理
店
販
売
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
愛
し
て
い
た
だ
け
る
お
客
さ
ま
と

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
「
最
後
の
砦
」
と
し
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
数
年
後
、
災
害
時
に
警

察
や
消
防
な
ど
の
緊
急
車
両
へ
の
優
先
給
油
を

行
う
役
割
を
担
う
「
中
核
Ｓ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
３
・

11
当
時
を
振
り
返
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

方
々
も
多
い
は
ず
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

は
よ
く
「
最
後
の
砦
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
中

小
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
に
支
障
を

き
た
し
、
助
か
る
命
を
助
け
る
こ
と
す
ら
で
き

な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
今
後
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

災
害
時
に
備
え
て
、
平
時
か
ら
地
元
の
お
客
さ

ま
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
業
界
は
決
し
て
明
る
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
幸
か
不
幸
か
、

息
子
が
実
家
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
て
、
家
業
の

手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
業

界
の
役
員
を
引
き
受
け
た
り
、
商
店
街
を
盛
り

上
げ
る
役
割
を
担
っ
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
い
た

だ
い
て
き
た
応
援
の
気
持
ち
を
お
返
し
し
て
い

き
た
い
で
す
。
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
商
売
が

で
き
る
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
に

立
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

商
売
柄
ど
う
し
て
も
「
ガ
ソ
リ
ン
税
」
と
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
税
は
、
か
つ
て
道
路
特
定
財
源
と
し

て
、
道
路
整
備
に
の
み
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
９
年
に
一
般
財
源
化
さ
れ
、
現
在
は
幅

広
い
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
界
で
働

く
一
人
の
人
間
と
し
て
、
色
々
な
思
い
は
あ
り

ま
す
が
、
税
金
の
見
え
る
化
に
向
け
て
、
各
方

面
が
最
大
限
努
力
し
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。



事業開催報告

講座開催報告

緑区支部事業親睦ゴルフコンペ

　緑区支部では4月23日㈬に豊里ゴルフ倶楽部にて親睦
ゴルフコンペを行いました。

浦和区北支部事業親睦ゴルフコンペ

　浦和区北支部では5月27日㈫に皐月ゴルフ倶楽部にて
親睦ゴルフコンペを行いました。

浦和区北支部公開事業「夏の収穫祭」

　浦和区北支部では7月6日㈰に見沼田んぼ周辺において「夏の
収穫祭」を行いました。
　朝早くから60名の方にご参加いただき、ジャガイモ・ナス・枝豆
など野菜の収穫を楽しみました。冬の収穫祭も計画中です。奮って
ご参加ください。

青年部会　夏季異業種交流会

　青年部会では7月23日㈬に浦和ワシントンホテルにて夏
季異業種交流会を開催いたしました。新入部会員を随時募
集中です。ご興味のある方は事務局までお問い合わせくだ
さい。

青年部会　りそなキッズマネーアカデミー

　青年部会では7月25日㈮に埼玉りそな銀行主催「りそ
なキッズマネーアカデミー」に参加し、小学生（計40名）
を対象に租税教育事業を行いました。

労務管理基礎講座

■開催日：令和7年6月17日㈫
■会　場：さいたま商工会議所会館2階　第2ホール
■講　師：青木昭社労士事務所
　　　　　社会保険労務士　青木　昭　氏
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♦丸い地球で環境を考える

丸い
地球で環境を考える

　

水
は
毒
で
す
。
水
は
人
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
物

質
で
す
が
、
10
リ
ッ
ト
ル
を
一
気
に
飲
め
ば
低
ナ
ト
リ
ウ
ム

血
症
と
な
っ
て
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
塩
は
料
理

を
美
味
し
く
す
る
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
摂
り
す
ぎ
れ
ば

高
血
圧
な
ど
の
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
大
さ
じ
12
杯
分

（
１
８
０
グ
ラ
ム
）
を
一
気
に
口
に
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
は
高
ナ

ト
リ
ウ
ム
血
症
で
、
や
は
り
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

毒
性
の
強
さ
と
ど
れ
だ
け
の
量
を
体
に
取
り
込
む
か
で
そ
の

危
険
度
が
変
わ
り
ま
す
。
食
塩
に
比
べ
て
４
０
０
０
億
倍
猛

毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
た
し
か
に
恐
ろ
し
い
で
す
が
、
両

者
の
毒
性
と
摂
取
量
か
ら
計
算
す
る
と
、
な
ん
と
食
塩
の
健

康
リ
ス
ク
の
方
が
高
く
な
り
ま
す
。
塩
味
も
ほ
ど
ほ
ど
に
体

の
健
康
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
達
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
は
全
て
化
学
物
質
で
あ
り
、

元
素
と
元
素
で
構
成
さ
れ
る
物
質
の
化
合
物
で
す
。
自
然
に

存
在
す
る
元
素
は
図
で
示
す
よ
う
に
89
種
類
、
人
工
で
な
く

自
然
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
最
後
の
元
素
が
フ
ラ
ン
シ
ウ
ム
、

Fr-

87
で
す
。
半
減
期
が
非
常
に
短
い
放
射
性
元
素
で
存
在
量

が
極
微
量
な
た
め
、
い
ま
だ
に
ど
ん
な
物
理
化
学
的
性
質
を

も
つ
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
人
工
的
に
作

ら
れ
た
放
射
性
同
位
元
素
を
加
え
る
と
現
在
は
１
１
２
種
類

存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
で
は
公
害
病
が
社
会
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
熊
本
や
新
潟
で
の
水
俣
病
は
水
銀
、
富
山
の
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
三
重
の
四
日
市
ぜ
ん
そ
く

は
硫
黄
が
原
因
で
し
た
。
一
体
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
元
素
が

公
害
病
を
引
き
起
こ
し
た
と
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現

在
、
2
億
9
千
万
種
類
以
上
の
化
学
物
質
が
ア
メ
リ
カ
化
学

会
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
化
学
物
質
か

ら
、
何
が
原
因
で
公
害
病
が
起
こ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
、
空
気
や
水
、
食
べ
物
で
そ
の
地
域
だ
け
異
常
に
高

い
濃
度
の
化
学
物
質
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
通
常
の
濃
度
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
微
量
な

化
学
物
質
ほ
ど
、
そ
の
分
析
は
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
研
究

者
た
ち
の
不
断
の
努
力
と
技
術
の
進
歩
が
そ
れ
を
可
能
に
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
水
俣
病
の
原
因
は
水
銀
で
す
が
、
た
だ
の

水
銀
で
は
な
く
、
メ
チ
ル
水
銀
と
い
う
有
機
水
銀
だ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
原
因
物
質
を
突
き
止
め

た
研
究
者
た
ち
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

安
全
で
耐
久
性
の
あ
る
歯
の
詰
め
物
と
し
て
１
０
０
年
近

く
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
水
銀
ア
マ
ル
ガ
ム
は
２
０
１
６

年
か
ら
保
険
適
用
外
と
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
セ
ラ
ミ
ッ

ク
に
代
わ
り
ま
し
た
。
メ
チ
ル
水
銀
だ
け
で
は
な
く
、
水
銀

ア
マ
ル
ガ
ム
も
有
害
だ
と
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
水
銀
に

金
を
近
づ
け
る
と
溶
け
る
よ
う
に
金
を
吸
い
込
み
、
金
ア
マ

ル
ガ
ム
に
な
り
ま
す
。
金
ア
マ
ル
ガ
ム
は
、
古
代
か
ら
古
墳

発
掘
の
副
葬
品
や
仏
像
な
ど
の
金
メ
ッ
キ
に
使
わ
れ
、
そ
れ

に
携
わ
っ
た
多
く
の
作
業
者
は
水
銀
中
毒
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

空
気
中
の
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
を
合
成
す
る
ハ
ー
バ
ー
・

ボ
ッ
シ
ュ
法
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

者
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
バ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド

イ
ツ
の
賠
償
金
の
支
払
い
に
海
水
中
か
ら
金
を
取
り
出
そ
う

と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
中
の
海
水
を
分
析
し
た
の
で

す
が
、
予
想
に
反
し
て
濃
度
が
低
く
、
採
算
が
合
わ
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
当
初
の
海
水
試
料
や
分
析
中
に
周
辺

か
ら
の
汚
染
が
あ
り
、
正
確
な
金
の
濃
度
範
囲
を
把
握
で
き

て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
海
水
中
の
微
量
元
素
の
分
析
測
定
技
術

が
著
し
く
進
歩
し
、
海
水
中
の
水
銀
濃
度
も
正
確
に
測
定
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
全
て
の
も
の
は
毒
で
あ
り
、
毒
で
な
い
も
の
な
ど
存
在
し

な
い
。
そ
の
服
用
量
こ
そ
が
毒
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い
か

を
決
め
る
の
だ
。」
16
世
紀
前
半
に
欧
州
を
放
浪
し
た
医
師
・

化
学
者
・
錬
金
術
師
で
、「
医
化
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
パ
ラ

ケ
ル
ス
ス
が
残
し
た
格
言
で
す
。

全てのものは毒である
埼玉県環境科学国際センター・総長

東京大学名誉教授

植松　光夫

図
　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
周
期
表
（Fr-87

は
存
在
す
る
が
物
理
化
学
的
性
質
が
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
元
素
）W

ikipedia

の
「
周
期
表
」
を
検
索

　
　https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/

周
期
表#/m

edia/

　
　
フ
ァ
イ
ル:Periodic_system

_Pyram
id_form

at.svg

参
考
文
献

水
俣
病
―
有
機
水
銀
中
毒
に
関
す
る
研
究.  

熊
本
大
学
医
学
部
水
俣
病
研
究
班
編 (1966).

「
コ
コ
が
知
り
た
い
埼
玉
の
環
境
（21

）-

川
の
水
や
大
気
中
に
含
ま
れ
る
微
量
な
化

学
物
質
は
ど
の
よ
う
に
し
て
測
る
の
で
す
か
。」
埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー, Vol. 30, p. 5

（2016).
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♦レム睡眠の制御に世界初成功　「夢を見るスイッチ」を発見

レム
睡眠
の制御に世界初成功

レム
睡眠
の制御に世界初成功

　

夢
を
よ
く
見
る
睡
眠
で
あ
る
レ
ム
睡
眠
は
、
適
切
に
と
れ

な
い
と
多
様
な
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
実
態
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で

す
が
、
東
京
大
の
研
究
チ
ー
ム
が
最
新
の
研
究
で
、
活
動
す

る
と
レ
ム
睡
眠
が
始
ま
る
「
夢
を
見
る
ス
イ
ッ
チ
」
の
役
割

を
担
う
神
経
細
胞
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
細
胞
を
刺
激
す

る
こ
と
で
、
マ
ウ
ス
を
レ
ム
睡
眠
状
態
に
す
る
こ
と
も
世
界

で
初
め
て
成
功
。
睡
眠
研
究
の
新
た
な
扉
が
開
か
れ
た
と
い

え
そ
う
で
す
。

■
眠
り
に
関
わ
る
長
年
の
謎

　

人
間
の
眠
り
は
、
レ
ム
睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
夢
を
鮮
明
に
見
る
レ
ム
睡
眠
中
、
脳
は
覚
醒
時
の

よ
う
に
活
発
に
動
い
て
い
ま
す
が
、
身
体
は
一
時
的
に
動
か

な
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
は
、
身
体
の
疲
労

回
復
や
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
、
免
疫
機
能
の
強
化
に
役
立

ち
ま
す
。

　

最
近
の
研
究
で
、
レ
ム
睡
眠
が
不
足
す
る
と
認
知
症
や
心

不
全
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
ほ
か
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
進
む
と
レ
ム
睡
眠

自
体
が
失
わ
れ
、
認
知
症
や
う
つ
病
を
加
速
し
ま
す
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
過
去
の
研
究
で
、
レ
ム
睡
眠
中
は
脳
の
血

流
が
覚
醒
時
の
２
倍
近
く
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
を
報
告
し
て

お
り
、
こ
の
現
象
が
脳
内
で
の
老
廃
物
の
除
去
や
栄
養
補
給

に
関
与
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
脳

の
ど
の
神
経
細
胞
が
レ
ム
睡
眠
の
開
始
や
維
持
を
担
っ
て
い

る
か
と
い
っ
た
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
未
解
明
の
ま
ま
だ
っ
た

た
め
、
今
回
は
こ
の
謎
に
挑
み
ま
し
た
。

■
Ｃ
Ｒ
Ｈ
Ｂ
Ｐ
陽
性
ニ
ュ
ー
ロ
ン

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
レ
ム
睡
眠
時
に
は
、
脳
の
一
部
で
、

生
命
維
持
に
関
わ
る
意
識
・
呼
吸
・
循
環
を
調
節
す
る
役
割

を
担
う
「
脳
幹
」
が
活
発
に
活
動
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
研
究
チ
ー
ム
は
、
８
週
齢
以
上
の
雄
マ
ウ

ス
十
数
匹
を
使
い
、
脳
幹
の
神
経
細
胞
を
標
的
と
し
た
実
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
す
る
と
光
る
よ
う
に
神
経
細
胞
を
遺
伝
子
操
作
し
、

レ
ム
睡
眠
中
の
各
細
胞
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
解
析
。

そ
の
結
果
、
多
様
な
神
経
細
胞
の
う
ち
「
Ｃ
Ｒ
Ｈ
Ｂ
Ｐ
陽
性

ニ
ュ
ー
ロ
ン
」
と
い
う
種
類
の
神
経
細
胞
が
、
レ
ム
睡
眠
が

始
ま
る
直
前
か
ら
終
了
ま
で
、
継
続
的
に
活
発
に
働
く
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
神
経
細
胞
を
人
工
的
に
刺
激
し
て
、
マ
ウ

ス
を
意
図
的
に
レ
ム
睡
眠
状
態
に
導
入
す
る
こ
と
に
も
成

功
。
Ｃ
Ｒ
Ｈ
Ｂ
Ｐ
陽
性
ニ
ュ
ー
ロ
ン
こ
そ
、
長
年
の
謎
と
な
っ

て
い
た
「
夢
を
見
る
ス
イ
ッ
チ
」
だ
っ
た
と
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
神
経
細
胞
は
人
に
も
存
在
し
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者

で
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ム
睡
眠
の
開
始

や
維
持
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
と
の
関
連
性
も
強
い
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

■
医
療
応
用
へ
の
期
待
と
課
題

　

レ
ム
睡
眠
の
仕
組
み
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
睡
眠
障
害

を
治
療
・
予
防
す
る
道
が
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
レ
ム
睡
眠

を
自
在
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
働
き
を
詳
し
く

解
き
明
か
す
道
が
開
か
れ
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い
え

ま
す
。
レ
ム
睡
眠
の
異
常
を
伴
う
疾
患
の
理
解
に
も
つ
な
が

り
そ
う
で
す
。

　

け
れ
ど
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ム
睡
眠
が
脳
全

体
の
活
動
や
記
憶
、
感
情
の
処
理
に
ど
う
関
与
し
て
い
る
か

と
い
う
具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
脳
の
他
の
部
分
と
の
詳

細
な
相
互
作
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
す
。

こ
の
発
見
は
重
要
な
第
一
歩
で
す
が
、
睡
眠
の
仕
組
み
全
体

の
理
解
に
は
、
ま
だ
多
く
の
謎
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

チ
ー
ム
は
今
後
、
不
眠
症
や
う
つ
病
、
認
知
症
な
ど
の
マ

ウ
ス
モ
デ
ル
を
使
っ
て
レ
ム
睡
眠
を
人
工
的
に
操
作
し
、
病

態
の
改
善
や
悪
化
の
影
響
を
検
証
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
脳

の
血
流
が
低
下
す
る
病
気
に
対
し
て
、
レ
ム
睡
眠
を
増
や
す

こ
と
で
回
復
を
う
な
が
せ
る
可
能
性
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
型
の
睡
眠
の
改
善
や
制
御
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

「夢を見るスイッチ」を発見
産経新聞科学部記者

伊藤　壽一郎

筆
者
紹
介

伊
藤
壽
一
郎
（
い
と
う
・
じ
ゅ
い
ち
ろ
う
）
東
京
都
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
卒
業
後
、

産
経
新
聞
社
に
入
社
し
、
文
化
部
、
経
済
部
、
社
会
部
な
ど
を
経
て
２
０
０
２
年
か

ら
科
学
部
。
現
在
は
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
部
門
を
担
当
し
、
原
子
力
か
ら
地
震
、

宇
宙
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
Ｉ
Ｔ
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を
取
材
対
象
と
し
て
い
る
。

著
書
に
『
生
き
も
の
異
変　

温
暖
化
の
足
音
』（
共
著
、
扶
桑
社
）、『
新
ラ
イ
バ
ル

物
語　

闘
い
が
生
む
現
代
の
伝
説
』（
共
著
、
柏
書
房
）
な
ど
が
あ
る
。



第31回 
事業承継・引継ぎにおける補助金の活用

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
　今回は、事業承継・引継ぎにおいて活用可能な補助金について、令和７年８月２２日から９月１9日まで公募申請受付期
間とする令和６年度補正予算・事業承継M&A補助金第１２次公募について簡単に説明します（なお、本稿執筆時点は、令
和７年８月１３日です）。

おわりに2
　事業承継には時間がかかります。早期に着手することをお勧めします。補助金等の活用に関しては、商工会議所・商工
会、事業承継・引継ぎ支援センター等にご相談ください。

事業承継・引継ぎ補助金の目的1
　事業承継・M&A補助金は、中小企業・小規模事業者等が、事業承継やM&Aに際して行う設備投資等や、事業承継・事
業再編及び事業統合に伴う経営資源の引継ぎ、または引継ぎ後の経営統合に係る経費の一部を補助することによって、
事業承継・事業再編及び事業統合を促進し、我が国経済の活性化を図ることを目的とした補助金で４つの支援枠があり
ます。支援枠の概要は、別表１をご参照ください。

①事業承継促進枠
　承継前の設備投資等にかかる費用が補助の対象です。後継者が決まっていて、５年以内に予定している親族承継・従
業員承継が対象となります。

②専門家活用枠
　M&A時の専門家活用に係る費用（フィナンシャル・アドバイザー（FA）や仲介に係る費用、セカンドオピニオン、表明保
証保険料等）を補助します。FA・仲介費用については、中小企業庁の「M&A支援機関登録制度」に登録されたFA・仲介
業者による支援に係る費用のみが補助の対象となります。
　専門家活用枠には、買い手支援類型、売り手支援類型のほかに、買い手支援類型に100億円企業特例があります。

③PMI推進枠（第12次公募から）
　M&Aの目的の実現、効果の最大化のための統合作業（PMI）にかかる費用を補助対象としています。これには、PMIを
専門家に委託する費用を支援する「PMI専門家活用類型」と、M&A後のシナジー効果を実現するための設備投資等に関
する費用を支援する「事業統合投資類型」とがあります。

④廃業・再チャレンジ枠
　事業承継・M&Aに伴う廃業等に係る費用（原状回復費・在庫処分費等）を補助します。
　廃業・再チャレンジ枠は、経事業承継促進枠、専門家活用枠、PMI推進枠と併用できます。

　この補助金は、公募期間が定められており、また、事業実施期間が定められています。また、枠・類型に応じて、補助率
や補助上限、補助対象経費が細かく定められておりますので、ご興味のある方は、「事業承継・引継ぎ補助金事務局」の
ホームページに掲載されている公募要領等を必ずご確認ください。電話での問い合わせにも対応しています（事業承継
促進枠　℡050-3192-6274、専門家活用枠/廃業・再チャレンジ枠　℡050-3145-3812、PMI推進枠℡
050-3192-6228）。

URAWA HOJINKAI 11
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新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

事業承継促進枠 PMI推進枠 廃業・再チャレンジ枠専門家活用枠

ワンリーガル司法書士事務所　橋本　貴法　

合同会社　岩波企画

Corporate　Development株式会社

株式会社　北海不動産

山口　智之

ｔｅｃＮｏｚ　野﨑　太介

株式会社　達工房　

株式会社　ＬＥＴＯ

小林工務店　小林　渓太郎

株式会社　藤原商事

有限会社　野口モータース

株式会社　Ｔ－ＬＩＮＫ

有限会社　かわめん

株式会社　加藤企画

ＨＴＧバスケットボールアカデミー　二ノ宮　康平

株式会社　日本シティ不動産

有限会社　バンビ急送

株式会社　たかはし

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

緑 　 区

緑 　 区

緑 　 区

緑 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

桜 　 区

桜 　 区

中 央 区

大 宮 区

大 宮 区

川 口 市

前 橋 市

司法書士業

建設業（リフォーム）

経営コンサルタント業

不動産業

電気・空調設備工事業

建設業・建設職人育成の職業訓練校

美容業

建築工事業

EC販売

自動車整備

ビルメンテナンス業

食品機械卸

サービス業

スポーツスクール事業

不動産

運送業

建設業

070-4531-3936

048 -706 -4410

090-1816-3247

048 -882 -5947

090-1548-9925

080-5459-5511

048 -767 -3158

090-9107-5214

070-7471-1006

048 -671 -2053

048 -881 -2089

048 -762 -7850

048 -854 -8824

048 -852 -0096

090-8778-2994

048 -783 -4506

048 -264 -4191

080-3599-1278

承継前の設備投資等にかか
る費用を補助

M&A にかかる専門家費用を
補助

M&A 後の PMI にかかる専
門家や設備投資を補助

承継時に伴う廃業にかかる
費用を補助

５年以内に予定している親
族内承継、役員従業員承継
が対象

M&Aが対象 M&Aが対象 ・事業譲渡に伴う廃業が対
象

・廃業後の再チャレンジが対
象

対象経費の例
・店舗改装工事費用
・機械装置の調達費用

対象経費の例
・M&A仲介業者や FA
　への手数料
・DD費用

M対象経費の例
・PMI 専門家への委託費用
・設備の規格統一など、
　事業統合に係る設備投資
　費用

・事業譲渡に伴う廃業が対
象

・廃業後の再チャレンジが対
象

補助率：1/2or2/3
補助上限：800 万円～
　　　　　1,000 万円

・買い手支援類型
　補助率：1/2or2/3
　補助上限：600 万円～
　　800 万円、2,000 万円
　　(100 億円企業要件 )
・売り手支援類型
　補助率：1/2or2/3
　補助上限：600 万円～
　　　　　　800 万円・

・PMI 専門家活用類型
　補助率：1/2
　補助上限：150 万円
・事業統合投資類型
　補助率：1/2or2/3
　補助上限：800 万円～
　　　　　　1,000 万円

補助率：1/2 or2/3
補助上限：150 万円

（別表１）事業承継・引継ぎ補助金の支援枠の概要



事業開催報告

法人会のポスター （公社）浦和法人会駅貼りポスター
（税を考える週間に各駅に掲示します）

埼玉県連女連協南部ブロック
夏休み親子タックスツアー TO グリコピアイースト

　女性部会では8月19日（火）に埼玉県連女連協南部ブロック「夏休
み親子タックスツアー TO グリコピアイースト」に参加しました。あげ
お富士住建ホールにて浦和税務署広報広聴官による租税教室を受
講後、北本市のグリコピアイーストへ移動し、グリコ工場見学を楽し
みました。浦和法人会女性部会では11月14日（金）県民の日にあわせ、
親子タックスツアーを企画しています。ぜひ奮ってご参加ください。

県税からのお知らせ
１１月は個人事業税第２期分の納期です

　８月にお送りした納税通知書により、納期限（1２月１日㈪）までに忘れずに納付してください。
　個人事業税は、スマートフォン決済アプリ（りそなグループアプリ、PayPay、PayB、auPAY、ファミペイ、d払い、楽天ペイなど）
から納税通知書の「eL-QR」を読み取って納付することができます。
　また、地方税お支払サイトから、クレジットカードやインターネットバンキングなどの方法で納付することも可能です。
　なお、自動車税事務所の4支所（大宮、熊谷、所沢、春日部）の窓口での納付はできませんので、ご注意ください。
　納税が困難な場合は、お早めに県税事務所へご相談ください。

納税は、安全・便利・確実な口座振替で！
　個人事業税の納税には、口座振替をご利用いただけます。お申込みの手続は、納税通知書に同封されているハガキで行うか、お
近くの県税事務所へお問合せください。簡単に行うことができますので、是非ご利用ください。なお、利用開始手続に2か月程度要
するため、これから手続をしていただくと、令和８年度からご利用いただけます。

　個人事業税について詳しくは、お近くの県税事務所又は県税務課（電話０４８・８３０・２６６４）へお問合せいただくか、県税務課
ホームページ「くらしと県税（ＵＲＬ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0209/z-kurashiindex/z-2-4.html）」をご覧ください。
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第12回

　　　　　　　　法人会は税のオピニオンリーダーとして公平で健全な税制の実現や税の啓発・租税教育活動を積極的にすすめる約75万社

の経営者の団体です。また、会員の研さんを支援する各種の研修会やボランティアなど地域に密着した活動を展開しています。

税金は毎日の生活の中でどのように役立っているのかということを小学生の

みなさんに知っていただき、理解と関心を深めていただくために実施いたします。

ぜい きん　　  まい にち　　 せい かつ　　 なか　　　　　　　　　　　　  やく  だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょう    がく せい

　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　  　　　　　  り  かい　　 かん しん　　 ふか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じっ し

（例えば、税金で造られている建物・施設、税金で購入され
る物品、税金で行われている仕事など）

募集内容
1.テーマ

2.応募資格

付属の「専用はがき」または「官製はがき」に氏名等の必要事項
および税に関する絵を描いてご応募下さい。なお、官製はがきの場合、
必要事項をはがき表面に記入して下さい。また、描画素材は問いま
せん。文字や標語などの描き入れも可とします。

〔応募先・お問い合わせ先〕
　〒330-0063　さいたま市浦和区高砂3-17-15
　さいたま商工会議所会館7階
　公益社団法人 浦和法人会　☎048-838-7755
　ホームページ：https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

4.応募方法及び応募先

審査結果（入選作品）は当会ホームページまたは広報誌にて発表す
るとともに当会事務局を通じてご本人または学校に通知いたします。
　なお、優秀作品につきましては公益財団法人 全国法人会総連合
（女性部会）が実施するコンクールに出展します。
★浦和税務署長賞　★さいたま市長賞　★浦和法人会長賞
★さいたま市教育長賞　★さいたま市租税教育推進協議会長賞
★関東信越税理士会浦和支部長賞　他　多数
入賞者には表彰状と副賞の贈呈があります。

5.応募締切

小学生が対象です。

税に関する絵

6.審　　査 全ての応募作品を複数の審査員により
公正に審査を行い選定いたします。

7.表彰・発表

⑴応募作品に関する権利は、ご応募と同時に主催者である法人会に帰

属します。
⑵応募作品の返却はいたしませんので、あらかじめご了承ください。
⑶応募作品は法人会ホームページやパンフレット等への掲載、または法
人会が行う事業において展示することがあります。

⑷応募者の個人情報は入選者等への連絡や表彰状の送付、展示など「税
に関する絵はがきコンクール」事業の実施のためにのみ使用します。

⑸応募作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。なお、他の作品を
類似したと認められる作品は、入賞決定後であっても取り消す場合
があります。

〈主催〉　公益社団法人 浦和法人会 女性部会
　　　　公益財団法人 全国法人会総連合

〈後援〉　国税庁 さいたま市 さいたま市教育委員会
　　　　さいたま市租税教育推進協議会　関東信越税理士会浦和支部

8.注意事項

3.応募点数 児童1人につき1点とします。
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表紙の言葉　「棚田百選1位の場所」 
撮影・文：まえのかつみ

撮影地：新潟県十日町市松代（まつだい）の星峠の棚田

　十日町市となり星峠と名付けられる前から通っていた私が一番大好き

な棚田です。

　2004年10月23日の中越地震が起こった日も実は現地に行っていて

絶景を撮影したのでチャリティー用の作品として提供させていただきま

した。

　今も松代駅構内の売店で星峠グッズをいくつも販売していて棚田に協

力金を提供しています。雲海が発生し、朝日が当たるその風景をぜひ一

度体験しに行って欲しいです。

～各種講座の予定～

オンラインセミナー「年末調整実践セミナー」
※見逃し配信あり

開催日時：令和7年11月6日（木）14:00～15:30
講　　師：税理士　大岡　百合子 氏
定　　員：50名

「源泉所得税講座」
開催日時：令和7年11月19日（水）
場　　所：さいたま商工会議所会館2階ホール
講　　師：浦和税務署　担当官
定　　員：15名
※法人会会員の受講料はすべて「無料」です。
※お申し込み方法等、詳しくは浦和法人会ホーム
　ページまたは同封のチラシをご参照ください。▶
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